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県労福協　第47回定期総会

活力ある福祉社会　
地域共生で暮らしに夢を！！

第59回　静岡県勤労者総合美術展

力作231点、今年も
感動をありがとうございました

福祉基金協会ワークライフ研究所  シンポジウム
静岡県内の勤労者のワーク・ライフ・バランスの実態と支援に関する調査

第27回ろうきんグリーン友の会県連絡会総会
あなたの幸せを少し分けていただけませんか

ライフサポートセンターしずおか 第3回 定期総会開催

県退福協 第29回 定期総会開催

ユニオントラベル 第20回 定期総会開催

「災害ボランティアコーディネーター養成講座」参加者募集のお知らせ
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今
総
会
で
の
地
区
活
動
報
告
で
は
、
磐
田
地
区
の
多
岐

に
わ
た
る
活
動
に
つ
い
て
高
尾
伸
副
会
長（
N
T
N
労
働

組
合
磐
田
支
部
）よ
り
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
改
選
期
で
一
部
役
員
が
交
代
し
、
副
会
長
に

中
川
氏（
県
生
協
連
）が
就
任
す
る
な
ど
新
役
員
体
制
は

別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
退
任
役
員
の
皆
様
の
こ

れ
ま
で
の
お
力
添
え
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
新
任
幹
事
の

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
鈴
木
副
会
長
か
ら
様
々
な
活
動

を
通
し
て
心
が
通
じ
あ
う
労
福
協
運
動
に

今
年
も
努
力
し
よ
う
と
挨
拶
が
あ
り
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
ト
ブ
太
カ
ン

パ
を
お
願
い
し

1
3,
6
5
7
円
の
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

県労福協 第４７回定期総会

２００９年度 活動方針の基調
1.地域及び地区との意見交換を重ねながら、労福協（県・地域・地区）の役割分担を含めた課題整
理を引き続き進め、勤労者のニーズに応えるべく体制作りを進めます。
2.１６０万人勤労者を対象とした「地域活動」を「運動・事業」の両面から５団体（労福協・連合・ろうきん・
全労済･ＬＳＣ）を中心にネットワークを構築して具体的に展開していきます。
3.「事業団体のあり方」についても引き続き重要な継続課題として、状況を見極め、判断しつつ、具
体的な対応をしていきます。
　特に「日本労金構想」は単に「ろうきん」だけの問題ではなく福祉事業団体全体に係ることであり県
下福祉運動の方向性をも大きく左右する事であり、「日本労金構想」にどう対応し、将来への判断
をすることが重要です。
4.勤労者の暮らしを守る重要な社会的問題として、「雇用」や「社会保障」「高齢者介護」「多重債務」
「反・貧困」問題について積極的な取り組みを関係団体と連携しつつ展開していきます。
5.連合を中心とした労組組織や事業団体、県や市町の行政、ＮＰＯ・ボランティア団体、そして、中央
労福協や東部ブロック協議会と更に連携を密にした活動を展開していきます。

 役職名    氏　名 選   出   母   体 備考
 会　長 平野　哲司 県労福協
 副会長 天野　敬久 連合静岡
 副会長 鈴木　和明 県労働金庫
 副会長 水谷　正治 全労済県本部
 副会長 中川　浅行 県生協連 新任 
 事務局長 加藤　清 県労福協
 事務局次長 加藤　忠夫 県労福協 新任
 幹　事 加藤　典男 県教組
 幹　事 佐竹　功 電機連合静岡地協
 幹　事 横田　泰文 UIゼンセン同盟県支部
 幹　事 鈴井　孝雄 自治労県本部
 幹　事 加藤　幸博 自動車総連静岡地協
 幹　事 小塚　則久 JAM静岡
 幹　事 堀内　武治 県勤協連
 幹　事 戸倉　亨 県労働金庫
 幹　事 小嶋　健二 全労済県本部
 幹　事 吉田　敬哲 県生協連
 幹　事 曽根睦太郎 県勤信協
 幹　事 木下　達夫 県福祉基金
 幹　事 竹山　貢 県年金協会
 幹　事 斉藤　進　 県財形事業協会
 幹　事 山下　倫矢 ユニオントラベル
 幹　事 川村　栄司 ライフサポートセンター
 幹　事 土屋　成人 伊豆地域
 幹　事 豊田　慎吾 沼津地域
 幹　事 大村　正 富士地域
 幹　事 井上　明彦 静岡地域 新任 
 幹　事 島村　昌宏 志太・榛原地域
 幹　事 松本　春義 東遠地域
 幹　事 倉橋　健 中遠地域
 幹　事 鈴木　隆博 西遠地域
 幹　事 蒔田　延行 退福協
 幹　事 滝　はた子 グリーン友の会 新任 
 会計監査 河原　直之 静岡地域 新任
 会計監査 岩田　晃 沼津地域
 会計監査 河邊　洋充 西遠地域 新任

磐
田
地
区
よ
り
活
動
報
告

2009～2010年度 静岡県労働者福祉協議会役員

　
５
月
18
日
（
月
）、
県
下
24
地
区
よ
り
91
名

が
出
席
し
第
27
回
「
ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の

会
県
連
絡
会
総
会
」（
友
の
会
）
が
静
岡
市
の

マ
イ
ホ
テ
ル
竜
宮
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒

頭
、
来
賓
の
方
々
よ
り
今
総
会
で
退
任
さ
れ
る

神
戸
修
子
さ
ん
に
対
し
感
謝
と
激
励
の
温
か
い

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
友
の
会
」
は
家
庭
と
職
場
で
働
く
女
性
の

親
睦
を
は
かって
健
康
で
明
る
い
生
活
と
老
後

を
お
く
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
〝
女
性
の
女
性

に
よ
る
女
性
の
た
め
の
組
織
〞
で
す
。
活
動
報

告
で
は
、
ろ
う
き
んへの
年
金
指
定
の
取
組
み

や
会
員
拡
大
、
観
劇
な
ど
の
会
員
親
睦
イ
ベン

ト
、
川
柳
募
集
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
い

活
動
の
他
、
今
年
も
多
く
の
地
区
で
防
災
頭

巾
や
ウ
エス
・
タ
オ
ル
の
寄
贈
な
ど
心
温
ま
る
活

動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　「
組
織
の
あ
り
方
と
財
政
の
課
題
解
決
」
が
第

一
の
テ
ーマ
と
なって
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の

中
、
今
年
も
年
金
・
給
与
の
ろ
う
き
ん
指
定
・

定
期
預
金
１
０
０
万
円
以
上
等
の
取
組
み
目

標
が
提
案
さ
れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
会
長
に
選
ば
れ
た
滝
は
た
子

さ
ん
か
ら
は
「
時
代
の
変
化
と
共
に
会
の
形
を

大
き
く
変
え
ざ
る
を
得
な
い
時
が
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
友
の
会
結
成
に
か
か
わっ

た
自
分
が
（
会
長
に
）
指
名
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
二
年
間
頑
張
り
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ

り
大
き
な
拍
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
幸
せ
を

少
し
分
け
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」

第
２７
回

　ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会
県
連
絡
会
総
会

挨拶する神戸修子前会長

新会長に選ばれた滝はた子会長

　
５
月
22
日（
金
）、ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し

ず
お
か
第
３
回
定
期
総
会
が
県
勤

労
者
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。設
立
か

ら
２
年
半
余
り
が
経
過
し
、基
礎
を
固
め
て
き

た
活
動
を
振
り
返
り
、２
０
０
９
年
度
方
針
を

確
認
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

①「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」、②「
生
き
が
い
作

り
」が
成
果
を
生
み
、時
宜
を
得
た
活
動
で
あ
っ

た
と
総
括
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
と
課
題
を
整

理
し
、２
０
０
９
年
度
の
活
動
計
画
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
活
動
計
画
に
は
、事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、

①
広
報
活
動
の
充
実
、②
他
団
体
と
の
連
携
、③

組
織
体
制
整
備
の
検
討
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
ま

し
た
。　

　
２
０
０
９
年
度
活
動
計
画
の
う
ち
事
業
の
三

本
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
る
部
分
を
要
約
す
る
と
、

左
記
の
様
に
な
り
ま
す
。

　
第
２
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
は
、

今
後
も
設
立
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、県
下
１
６
０

万
勤
労
者
と
そ
の
家
族

の
暮
ら
し
を
支
援
し
て

行
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か

第
３
回
定
期
総
会
開
催

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か

第
３
回
定
期
総
会
開
催

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か

第
３
回
定
期
総
会
開
催

「
暮
ら
し
何
で
も
相
談
」を
労
働
組
合
等
組

織
内
で
一
層
広
報
し
、か
つ
相
談
員
の
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
相
談

内
容
を
分
析
し
、市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
ん
な

こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
を
洗
い
出
し
ま
す
。

「
生
き
が
い
作
り
」に
つい
て
は
私
た
ち
取
組

が
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の
か
調
査

し
、今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
ま
す
。ま
た
、

福
祉
基
金
協
会
等
他
団
体
と
の
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

「
事
業
団
体
の
生
涯
取
引
の
促
進
（
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
友
の
会
の
推
進
・
支

援
）」に
つ
い
て
は
労
金
・
全
労
済
と
連
携

し
、友
の
会
会
員
に
有
益
な
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
、友
の
会
を
支
援
し
ま
す
。

1.2.

3.

＜退任役員＞
 副会長 越淵　堅志　（県生協連）
 幹　事 高井　正人　（電機連合静岡地協）
 幹　事 神戸　修子　（ろうきんグリーン友の会）
 会計監査 佐野　利和　（静岡地域労福協）
 会計監査 加藤　秀人　（西遠地域労福協）

松本議長

中川氏（新任）

磐田地区
高尾副会長

河邊氏（新任）河原氏（新任）滝氏（新任）井上氏（新任）加藤氏（新任）

平野会長 松下局長 吉岡会長 早川会長 志垣理事長

ライフサポートセンターのホームページ
http://www.lsc-shizuoka.com/
検索サイトからもご覧いただけます。

携帯はこちらから

中  部 054-288-3715

西　部 053-461-3715
東  部 055-922-3715

しだ・はいばら054-646-6055
中東遠 0538-33-3715

お近くの相談窓口へ。皆様のご利用をお待ちしております。

相談ダイヤル 受付は平日9：00～17：00

ライフサポートセンターしずおか 検索

　
６
月
９
日
、
静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館

に
て
県
下
各
地
区
代
議
員
69
名
を
は

じ
め
多
く
の
方
の
ご
出
席
を
得
て
県

労
福
協
第
47
回
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
、
全
て
の
議
案
に
つい
て
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
司
会
の
水
谷
副
会

長
の
提
案
で
、６
日
に
急
死
さ
れ
た
前

事
務
局
長
の
山
本
俊
一
氏
へ
出
席
者

全
員
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
東
遠
地
域
労
福
協
の
松

本
春
義
氏
（
ヤ
マハ
労
働
組
合
掛
川

支
部
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
労

福
協
を
代
表
し
て
平
野
会
長
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
静
岡
県
産
業
部
就
業

支
援
局
の
松
下
局
長
、
連
合
静
岡
の

吉
岡
会
長
、
県
司
法
書
士
会
の
早
川

会
長
、
N
P
O
法
人
L
W
サ
ポ
ー
ト
の

志
垣
理
事
長
か
ら
激
励
の
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　
新
年
度
活
動
計
画
で
は
、
県
退
福
協
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
友
の
会
と
同
様
に
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天野氏

青木氏

松下氏

加藤氏

日詰氏

天野氏

日詰氏

加藤氏

松下氏

加藤氏

青木氏

　
議
長
に
鈴
木
春
夫
氏
（
金
谷
）
を
選
出
し
、

挨
拶
に
た
っ
た
蒔
田
延
行
会
長
は
「
次
年
度
は

労
金
か
ら
の
助
成
金
が
見
直
し
さ
れ
る
。
全
て

を
今
総
会
で
決
定
す
る
訳
で
は
な
い
が
組
織
財

政
検
討
委
員
会
で
の
論
議
を
踏
ま
え
労
金
利
用

者
の
会
と
し
て
組
織
と
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
方
向
を
決
め
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
に
は
県
労
福
協
の
平
野
会
長
、

連
合
静
岡
の
吉
岡
会
長
、
静
岡
労
金
の
鈴
木
理

事
長
、全
労
済
県
本
部
の
鈴
木
事
業
推
進
部
長
、

県
高
退
連
の
藤
田
事
務
局
長
、
ろ
う
き
ん
グ

リ
ー
ン
友
の
会
県
連
絡
会
の
滝
会
長
が
見
え
ら

れ
ま
し
た
。
挨
拶
に
た
っ
た
吉
岡
会
長
か
ら
県

知
事
選
の
話
題
に
ふ
れ
「
静
岡
が
変
わ
れ
ば
日

本
も
元
気
に
な
る
」
と
　変
化　
の
必
要
を
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
理
事
長
か
ら

　災害時のボランティア活動は、何より被災地の人たちにとって本当に必要なもので
なければなりません。そうした被災者本位のボランティア活動を展開するために大切
な役割を担うのがボランティアコーディネーターです。
　『災害時のボランティア活動とは何か』、『災害ボランティアコーディネーターにとっ
て大切なものは何か』などを学び、平常時から災害ボランティア活動支援体制づくり
に関われる人たちの裾野を広げるための基礎講座です。

　
静
岡
県
福
祉
基
金
協
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
3
月
26
日（
木
）に
静
岡
労

政
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
第
一
部
は
同
研
究
所
に
よ
る

「
静
岡
県
内
の
企
業
・
勤
労
者
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
態
と
支
援

に
関
す
る
調
査
報
告
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
か
ら
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
為
に
、
企
業
内

の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

性
別
役
割
分
担
意
識
の
排
除
な
ど

様
々
な
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
続
く
第
二
部
は
、
調
査
研
究
の
結

果
を
受
け
「
静
岡
で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
」

を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
当
研

究
所
主
査
・
静
岡
大
学
教
授
日
詰
氏

が
お
こ
な
い
行
政
・
企
業
・
労
働
組
合
・

労
福
協
の
各
代
表
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
に
向
け
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。      

　
　
　
　
　

　
ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
多
く
の

方
が
理
解
と
参
加
出
来
る
よ
う
に
、

発
言
者
の
言
葉
を
瞬
時
に
ス
ク
リ
ー

ン
に
表
示
を
す
る
要
約
筆
記
の
活
用

も
試
行
を
し
た
。

　
6
月
9
日
（
火
）
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
て
第

20
回
定
期
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
株

主
の
皆
様
に
は
、
経
営
報
告
、
今
後
の
経
営
方

針
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
き
、
貴
重
な
意

見
を
頂
く
こ
と
も
出
来
、
全
て
の
議
案
を
原
案

通
り
承
認
可
決
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
と
し
て
は
、
株
主
の
皆
様
か
ら
も

期
待
度
の
高
い
、
富
士
山
静
岡
空
港
を
利
用
し

た
旅
行
提
案
に
よ
り
旅
行
収
益
拡
大
を
目
指
す

事
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
取
締
役
社
長
が
柳
原
寮
介
氏
（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
）
か
ら
横
田
泰
文
氏
（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
）
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
報
告
者
：
山
下
倫
矢
）

県
退
福
協
の

第
29
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る

県
退
福
協
の

第
29
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る

県
退
福
協
の

第
29
回
総
会
が
開
催
さ
れ
る

６月３日
勤労者総合会館 5階会議室

（
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会 

委
託
事
業

実
施
主
体 

： 

静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

福祉基金協会ワークライフ研究所  シンポジウム

『静岡県内の勤労者の
ワーク・ライフ・バランスの実態と
支援に関する調査報告』

●主催・共催 : 
静岡県、（財）静岡県労働者福祉基金協会、
特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
●協　　　力：
静岡県労働者福祉協議会、
連合静岡、静岡県社会福祉協議会、
各市町社会福祉協議会　

代表取締役社長

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

会計監査

会計監査

横田　泰文

天野　敬久

佐竹　功

大村　正

島村　昌宏

滝　はた子

野村　好得

小嶋　健二

海野　有水子

新任

新任

新任

新任

新任

新任

新任

留任

新任

◆対象者：全日程に参加が可能で、講座の趣旨を理解し、修了後には平常時から関係機関と協力し
　　　　　て実際に地域で活動ができる人。また、普段から所属の組織・団体などでコーディネー
　　　　　ト業務を行なっている人、あるいはコーディネーター的なノウハウや経験を持つ人など。
◆定　員：各会場40名  ※申込者多数の場合は締切日前に募集を終了することがあります。
◆受講料：無　料　　　　　　　　　
◆申込み締切：一次募集…7月25日（土）　　 二次募集…10月１日（木）　　　　　　　
◆申込み方法：募集要項と所定の申込書が、地域・地区労福協事務局にあります。
◆問い合わせ :（財）静岡県労働者福祉基金協会　　電話 054-251-4144

助
成
金
廃
止
に
ふ
れ
「
具
体
的
な
事
業
に
対
す

る
支
援
は
続
け
る
」
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
議
題
の
2
0
0
8
年
度
経
過
報
告
や

2
0
0
9
年
度
活
動
方
針
等
は
原
案
ど
お
り
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
助
成
金
の
見
直
し
に
係

る
財
政
問
題
や
会
員
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い

会
員
の
扱
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
組
織

再
編
や
財
政
問
題
、
長
寿
祝
制
度
の
廃
止
な
ど

県
退
福
協
が
大
き
な
変
革
期
に
た
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　
会
の
目
的
は
、
定
年
退
職
者
・
高
齢
者
の
「
ろ

う
き
ん
と
の
生
涯
取
引
」
と
「
生
き
甲
斐
づ
く

り
」
で
す
。「
更
に
充
実
し
た
魅
力
あ
る
会
と
し

生
き
甲
斐
あ
る
生
活
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採

択
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

”

“ 挨拶する蒔田延行会長

相談役 留任加藤　清

菊川市

富士市

焼津市

静岡市（清水区）

三島市

浜松市

8月8日（土）、22日（土）、23日（日）

9月5日（土）、12日（土）、13日（日）

9月26日（土）、10月3日（土）、4日（日）

10月17日（土）、24（土）、25日（日）

10月31日（土）、11月7日（土）、8日（日）

12月5日（土）、12日（土）、13日（日）

開  催  地 開    催    日 会　     場

総合保健福祉センター「プラザけやき」

5日 : 富士市交流センター
12日・13日 : 富士市フィランセ 

26日：焼津市消防防災センター
10月3・4日:焼津市総合福祉会館

清水福祉会館「はーとぴあ清水」

31日･11月8日 ：三島市社会福祉会館
7日 ： 三島市消防庁舎

浜松市福祉交流センター

◆開催日程・会場（1コース3日間の講座を6ヶ所で開催）

（
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
委
託
事
業

実
施
主
体
：
静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

◆対象者：全日程に参加が可能で、講座の趣旨を理解し、修了後には平常時から関係機関と協力し

横田泰文新社長

第20回

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
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第
59
回
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
が
4
月
8
日
か
ら
4
月
12
日

の
5
日
間
に
わ
た
り
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ
、県
下
各
地
か
ら
応

募
作
品
全
2
3
1
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。優
秀
賞
12
点
と
奨
励
賞

28
点
が
選
ば
れ
、会
場
を
訪
れ
た
4
5
7
人
の
鑑
賞
者
に
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、勤
労
者
の
美
術
へ
の
親
し
み
や
心
の
豊
か
さ
を
養
い

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
静
岡
県
・
静
岡
市
・
静
岡
新
聞
社
の
後
援
を
い

た
だ
き
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。応
募
い
た
だ
い
た
方
の
年
齢
や
経

験
、絵
画
・
写
真
・
書
・
手
工
芸
な
ど
作
品
の
種
類
も
様
々
で
す
。

　
始
め
て
こ
の
美
術
展
に
応
募
さ
れ
静
岡
新
聞
に
投
稿
さ
れ
た
沼
津

の
Ｇ
さ
ん
は「
絵
を
描
く
こ
と
は
た
だ
賞
を
と
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

い
。何
と
か
い
い
作
品
を
仕
上
げ
た
い
。い
や
、描
か
ず
に
は
お
れ
な
い
。

（
中
略
）人
に
感
動
や
勇
気
、癒
し
を
与
え
る
作
品
を
生
み
出
せ
た
ら

…

」と
想
い
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
展
示
最
終
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、絵
画
を
担
当
さ
れ
た
吉
野

勝
彦
先
生
か
ら
審
査
員
を
代
表
し
て「
ど
の
一
点
を
見
て
も
作
者
が
イ

メ
ー
ジ
を
デ
ッ
サ
ン
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
す
。（
中
略
）尚
一
層
、表
現
活
動
を
通
じ
て
強
い
生
命
力
を
響
か

せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
勤
労
者
総
合
美
術
展
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
堀
井
様
を
は
じ
め
、栗

田
様
・
大
石
様
・
武
笠
様
よ
り
受
賞
に
あ
た
っ
て
の
ご
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、次
回
は
60
回
目
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
是
非
、多
く
の
方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展

力
作
2
3
1
点
、今
年
も
感
動
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

力
作
2
3
1
点
、今
年
も
感
動
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■第59回

59th W
orkersArtExh

ib
it
io
n
20

09☆

大賞

　このような評価に感謝します。今回の経験を糧として
作品制作を続けていきたいと思います。

堀井 博史さん
「Drop No２８」手工芸

59th W
orkersArtExh

ib
it
io
n
20

09☆

静岡
市長賞

　退職後の生きがいの一つとして絵を描くことにし、夫と海外旅行もしている。受賞した作品はモンサ
ンミッシェルの地下を見学したとき、暗くて冷たいが静寂の空間から光が差し込み、心が洗われるよう
だった思いを表現した。また健康づくりを兼ねてカメラを片手にモチーフ探しの散歩をしたり、絵画を見
ることで勉強になるため美術館めぐりをしている。これからも楽しみながら描いていきたい。
　素晴らしい賞をいただいてありがとうございました。絵を続けてきてよかったと思います。

大石 富美枝 さん

「修道院の地下」絵画

59th W
orkersArtExh

ib
it
io
n
20

09☆

県知事賞

　この度、県知事賞という名誉ある賞を頂き感激しております。この作品は航空
ショーのブルーインパルス「コーク・スクリュー」の飛行で天候が曇り時々晴れ
と撮影条件を掴むのが困難な中で、自分自身が集中し満足できた一枚でした。
私にとってシャッターを切ることが何よりのストレス解消法です。今後も家族の
理解を得て、新たな挑戦をしていきたいと思っています。

栗田 茂　さん
「曲技飛行 コース・スクリュー」写真

　書道をやっていてよかったことが多々あります。筆に墨を含ませ紙に向うと何もかも忘れ書に
集中し、書き終えたときには身も心もすっきりします。趣味の時間を確保するために仕事や家事
をやりくりし、忙しい日々の生活の中でも様々な意欲が湧いてきます。また尊敬する師匠や幅広い
年代の仲間と巡り会うこともできました。これからも自分の好きなことができる幸せを噛み締めな
がら、書道を続けて行きたいと思います。

59th W
orkersArtExh

ib
it
io
n
20

09☆

労福協
会長賞

武笠　梢徑さん
「陶淵明詩」書

勤労者美術展大賞

県知事賞

静岡市長賞

特選　労福協会長賞

同　　連合静岡会長賞

同　　労働金庫理事長賞

同　　全労済理事長賞

同　　福祉基金協会理事長賞

同　　勤労者信用基金協会理事長賞

同　　年金福祉協会理事長賞

同　　財形事業協会理事長賞

同　　県生協連会長賞

同　　ライフサポートセンター会長賞

同　　ユニオントラベル賞

手工芸

写　真

絵　画

書

写　真

絵　画

書

手工芸

絵　画

写　真

絵　画

書

写　真

絵　画

堀井　博史

栗田　茂

大石　富美枝

武笠　梢徑

吉田　正一

西谷　正子

水谷　好郎

伊藤　博

望月　正江

駒木　貞義

中司　忠

永江　信豊

渡辺　晧一郎

井出　祐司

賞 氏　名 部　門 題　名
Drop No28

曲技飛行　コーク・スクリュー

修道院の地下

陶淵明詩

世紀の大彗星

カーニバルの夜

いろは歌

再喜

私想

富士に咲く

白頭鷲（幼鳥）

春の来る朝野原を見渡せば

清里高原

09風

第59回　優秀賞受賞者 （敬称略）



地域・地区労福協活動紹介 地域労福協志太・榛原

地域・地区労福協活動紹介 地区労福協磐田
I W A T A

地域・地区労福協活動紹介 地区労福協沼津
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中
遠
地
域
労
福
協
は
、

県
西
部
天
竜
川
の
東
側
に
位

置
す
る
磐
田
地
区
と
袋
井
地
区
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
中
遠
地

域
労
福
協
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
年
に
一
度
地
域
の
労

福
協
会
員
が
集
ま
っ
て
、
模
擬
店
や
フ
ワ
フ
ワ
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
で

大
変
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
年
は
５
月
７
日（
土
）に
袋
井
市
に
あ
る「
エ

コ
パ
」
東
第
３
駐
車
場
で
、
会
員
の
ご
家
族
を
中

心
に
、
約
１
万
人
の
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
快
晴
の
な
か
倉
橋
中

遠
地
域
労
福
協
会
長
の
開
始
の
合
図
の
も
と
、
22

会
員
に
よ
る
模
擬
店
が
ス
タ
ー
ト
し
大
変
な
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。
模
擬
店
は
「
焼
き
そ
ば
」「
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」「
焼
き
鳥
」
な
ど
の
定
番
に
加
え

「
冷
や
し
う
ど
ん
・
そ
ば
」「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」

「
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」「
チ
ュ
ロ
ス
」
な
ど
が
あ
り
、
中
に

は
１
時
間
足
ら
ず
で
売
り
切
れ
完
売
と
な
る
店
も

あ
り
大
好
評
で
し
た
。
そ
の
他
、フ
ワ
フ
ワ
や
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
ー
、
動
物
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
、
子
供
ミ

ニ
バ
イ
ク
教
室
、
ミ
ニ
S
L
な
ど
で
は
、
長
蛇
の

中
遠
地
域

労
福
協
フ
ェ
ス
タ

「
退
職
金
制
度

見
直
し
セ
ミ
ナ
ー
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

列
が
出
来
、
順
番
を
待
た
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
例
年

地
域
の
授
産
所
に
そ
の
売
上
金
を
寄
付
し
て
い
る

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
失
業
な
ど
で
食
べ
る
も
の
に
も
困
っ
て
い

る
外
国
人
の
方
々
へ
食
糧
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
る
「
磐
田
国
際
交
流
協
会
」
に
協
賛
す
る
た
め
、

当
日
募
金
活
動
を
併
せ
て
実
施
し
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
初
め
か
ら
準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
「
中

遠
地
域
労
福
協
フ
ェ
ス
タ
」
で
す
が
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
は
、
当
日
34
会
員
約
１
０
０
名
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
ま
さ
に
地
域
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
年
は
特
に
経

済
環
境
が
悪
い
う
え
に
、
土
曜
日
開
催
の
た
め
中

に
は
稼
働
日
で
参
加
で
き
な
い
会
員
さ
ん
も
あ
り

ま
し
た
が
、
役
員
を
中
心
に
協
力
を
い
た
だ
き
地

域
の
「
結
束
」
を
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　
来
年
も
会
員
と
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
更
に
企
画
を
練
り
盛
大
に
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
3
月
の
税
制
適
格
年
金
廃
止

を
前
に
、
多
く
の
企
業
で
退
職
給
付
制
度
見

直
し
の
実
施
・
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
退
職
給
付
制
度
の
難
し
さ
・
年
金
資
産

の
積
立
不
足
な
ど
が
あ
り
、
中
堅
・
中
小
企

業
で
は
制
度
再
編
に
つ
い
て
手
付
か
ず
の
企

業
も
多
く
、
喫
緊
の
対
応
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
5
団
体
会
議
（
連

4月16日　
藤枝・小杉苑にて　

　
日
頃
か
ら
鍛
錬
し
て
い
る
方
、
久
々
に
運

動
す
る
方
も
元
気
よ
く
身
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。
各
試
合
で
数
々
の
好
プ
レ
ー
珍
プ

レ
ー
が
続
出
し
、
相
手
チ
ー
ム
か
ら
も
温
か

な
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
４
年
前
と
同
じ
対
戦
と
な
り
、

日
本
A
E
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
労
働
組
合
沼

津
支
部
が
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
、
明
電
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
労
働
組
合
を
破
っ
て
２
大
会
連
続
で

優
勝
を
し
ま

し
た
。

　
ケ
ガ
も
な

く
、
何
よ
り

も
会
員
同
士

の
交
流
を
深

め
る
事
が
で

き
た
大
会
で

し
た
。 

　
2
0
0
9
年
5
月
31
日
（
日
）
に
第
32
回

沼
津
地
区
労
福
協
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
地

区
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的
に

14
団
体
17
チ
ー
ム
、
2
2
7
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
大
会
は
、
雨
天
で
中
止
の
た
め
2

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
臼
井
豊
会
長
（
東
芝
機
械

労
働
組
合
）
の
代
表
挨
拶
で
開
会
式
が
始
ま

り
、
来
賓
の
民
主
党
の
渡
辺
周
衆
議
院
議
員

や
地
元
沼
津
市
議
会
の
皆
様
か
ら
激
励
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
参
加
チ
ー
ム
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

合
・
労
福
協
・
ろ
う
き
ん
・
全
労

済
・ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
会
員
を
対
象
に
「
退
職

金
制
度
見
直
し
セ
ミ
ナ
ー
」
を

静
岡
に
つ
い
で
藤
枝
で
も
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
当
日
は
45
名
の
熱
心
な
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
島
村
昌
宏
・
志
太
榛
原
地
域

労
福
協
会
長
（
村
上
開
明
堂
労
組
）
の
挨
拶

の
後
、
植
村
昌
機
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
：
金
融
・

年
金
問
題
教
育
普
及
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表

理
事
）
よ
り
講
演
が
あ
り
、①
適
格
年
金
制
度

の
仕
組
み
と
問
題
点
②
各
移
行
先
制
度
の
仕

組
み
③
移
行
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
と
労
組

の
対
応
策
④
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
難
し

い
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
約
2
時
間
の
講
演
後
5
団
体
よ
り
挨
拶
が

あ
り
労
金
か
ら
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
業
務
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

「
退
職
金
制
度

見
直
し
セ
ミ
ナ
ー
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

中
遠
地
域

労
福
協
フ
ェ
ス
タ

事
務
局
　
加
藤（
忠
）

報
告
者

全
労
済
東
部
支
所
　
佐
野

報
告
者磐

田
地
区
労
福
協

　
事
務
局
次
長
　
村
松
弘
康

報
告
者

7月～9月の各地域、地区労福協の活動予定 2009年5月末現在

７
　
月

８
　
月

９
　
月

毎週

1

2

4

7

18

18

25

28

毎週

1

15

22

22

毎週

5

19

26

26

木

水

木

土

火

土

土

土

火

木

土

土

土

土

木

土

土

土

土

10時

18時30分

15 時

13 時

18 時

9時

13 時

14 時

18 時

10 時

13 時

13 時

14 時

16 時

10 時

13 時

13 時

14 時

終日

月 日 催事（イベント） 会場（場所） 主　催 備　　考参加資格・参加費など開始時間曜日

無料年金相談会

退職金制度見直しセミナー

裾野市長懇談会

第2回福祉発表会

労福協バスツアー

無料法律相談会

労福協経済セミナー

無料年金相談会

無料法律相談会

ろうきん夏まつり

無料年金相談会

無料法律相談会

東京ディズニーシーツアー

磐田商工会館　
　　２階会議室

磐田商工会館　
　　２階会議室

磐田商工会館　
　　２階会議室

磐田商工会館　
　　２階会議室

磐田商工会館　
　　２階会議室

磐田商工会館　
　　２階会議室

清水テルサ
（清水区島崎町２２３）

裾野市役所

焼津地区労福協事務所

焼津地区労福協事務所

焼津地区労福協事務所

焼津地区労福協事務所

焼津地区労福協事務所

焼津地区労福協事務所

ロゼシアター　
　　　小ホール

東京ドーム

藤枝エミナース

ろうきん磐田支店
　　　　　　駐車場

東京ディズニーシー

どなたでも－無料

どなたでも－無料

地区労福協役員

どなたでも－無料

会員のみ

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

会員を対象

磐田地区労福協

清水地区労福協

裾野地区労福協

焼津地区労福協

富士地区労福協

富士宮地区労福協

焼津地区労福協

磐田地区労福協

志太榛原地域労福協

磐田地区労福協

焼津地区労福協

焼津地区労福協

磐田地区労福協

磐田地区労福協

磐田地区労福協

焼津地区労福協

焼津地区労福協

磐田地区労福協

伊豆地域労福協

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）午前１０時～午後３時まで専門家による
相談会を実施しています。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協
税制適格年金の2012年廃止を向えて、新たな退職金制度移行に関して注意
点を学びます。お問合せは０５４－３５１－９２２２清水地区労福協
裾野地区労福協から裾野市行政に関する要望と意見交換を目的に市長懇談
会を毎年行っています。お問合せは０５５－９９３－８１１１裾野地区労福協
若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協
各会員および各団体が行っている福祉活動の発表会です。
お問合せは０５４５－５７－６０２９富士地区労福協
会員と家族の親睦を深めましょう。
お問合せは０５４４－２４－６０２９富士宮地区労福協
若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協
藤田弁護士による無料法律相談を行います。午後２時～午後４時までの予約
制です。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）午前１０時～午後３時まで専門家による
相談会を実施しています。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協
若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協
若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協

若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協
若年者やニートの方の色々な悩みを気軽に相談できます。
お問合せは０５４－６２７－２３４５焼津地区労福協

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）午前１０時～午後３時まで専門家による相
談会を実施しています。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協

藤田弁護士による無料法律相談を行います。午後２時～午後４時までの予約
制です。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協

藤田弁護士による無料法律相談を行います。午後２時～午後４時までの予約
制です。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協
会員と家族の親睦を深めましょう。
お問合せは０５５７－３７－６１３５　伊豆地域労福協

ろうきん磐田支店の会員・組合員のご家族や近隣の皆様への感謝の集いです。
模擬店等の企画があります。お問合せは０５３８－３２－２７０６磐田地区労福協

日本銀行静岡支店長による経済講演と、ゴールデンエージ総研小松英二氏による「勤労者世帯でのライフプランを
実現する為の貯蓄方法」と題するセミナー。先着200名。お問合せは、０５４－６４５－２３３３志太榛原労福協

若年者ニートの
　　悩みごと相談会

若年者ニートの
　　悩みごと相談会

若年者ニートの
　　悩みごと相談会
若年者ニートの
　　悩みごと相談会

若年者ニートの
　　悩みごと相談会
若年者ニートの
　　悩みごと相談会
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◆読者のページを見て、労福協に対するいろんな意見があった
のが印象的でした。私は労福協だよりを読むのにそれほど時間は
かからないので抵抗はありませんが、確かに報告や挨拶が多くて
何か得したと思えるような情報が少ないのかなと思いました。う
ちの職場も労福協だよりは 30～ 50人に１部回覧されるだけなの
で、あまりじっくりと読まれてはいないのが現状ですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沼津市　Ｈ・Ｋさん

◆豊橋市のＫ・Ｍさんの意見に、過去の我が家を思い出しました。
うちも夫婦ともフルタイムで働き、近くに頼る人もいませんでし
た。うちの息子は喘息があって身体の弱いこともあり、いろいろ
考えた末、１歳から保育園に預けフルタイムで頑張ってきた仕事
を辞めることを決めました。その頃、学童保育のお迎えの時間が
５時半までと言われ、５時まで仕事して、下の子を保育園に迎え
に行った後では、お迎えの時間に間に合わなかったのです。その
息子も高２になりました。お蔭様で喘息もよくなりました。10 年
経ってだいぶ制度が整ってきたようでも、小学校入学時に止むを
得ず仕事を辞めるお母さんがいるらしいです。まだまだ働くお母
さんに優しい社会ではないと思っています。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浜松市　Ｙ・Ｍさん

◆景気低迷、低成長の時代に入り、勤労者の生活や取り巻く環
境はますます厳しく、変化も激しくなってきています。県労福協
の定期大会でも確認された「メンバーだけの取組みだけではな
く、160万勤労者に向けた展開」を実践していって下さい。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤枝市　Ｋ・Ｓさん

◆焼津地区労福協の若年層ニート事業「就労に悩む若者のため
のセミナー」の記事を読み、地域に密着したこの様なセミナーは、
これからももっと求められていくのではないかと感じました。就
職を巡る様々な問題は、若者意識と共に考えていかなければなら
ない面もあるかと思いますが、未来に少しでも希望が持てるよう
大人がリードしていく事も必要と思いました。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤枝市　Ｋ・Ａさん

◆川柳‥楽しいものから現実的でグッとくるものから～さすがの
作品ばかりでした。
モザイカルチャーは家族で出掛ける予定です！　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　Ｎ・Ａさん

＜新任者のご挨拶＞
白石職員の全労済帰任に伴い、４月１日より全労済県本部より
県労福協事務局として県労福協事務局に加わりました。前任者
同様、ご指導いただきます様よろしくお願い申し上げます。

氏　名：加藤忠夫　　
星　座：双子座
血液型：AB型
趣　味：写真・山登り・自転車
　　　　ブログネーム：ハイChu

(１)勤労者総合美術展の次回（来年４月）開催の回数は、第何回 
　　でしょうか
　　　Ａ（48回）　　Ｂ（52回）　　Ｃ（60回）　　　

(２)「ワークライフバランス」とはどんな意味でしょうか
　　　Ａ（夫と妻の家事分担調整）
　　　Ｂ（仕事と生活の調和）
　　　Ｃ（仕事時間を減らし生活時間を増やす）

(３)木下大サーカスが静岡で開催されますが、動物は何が登場
　　しますか
　　　Ａ（ライオン）　　Ｂ（ヒツジ）　　Ｃ（ワニ）

答えをＡ・Ｂ・Ｃの中から選んでいただき、ハガキ・ＦＡＸ・Ｅ-mail
の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選で５名様に
２，０００円のUCギフトカード券をさし上げます。
合わせて、ご意見・ご感想等を「読者のページ」にお寄せください。
締切日／８月２８日（金）まで〔消印有効〕

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX　０５４－２７３－３１１０
　　　　E－mail  は労福協ホームページの
　　　　郵便ポストをご利用ください。

（1）A…１２０名　
(２)B…アサーション　
（３）C…浜松モザイカルチャー世界博２００９年

須藤尋子　様（富士宮市）　田中彰一　様（浜松市）　
藤田　実　様（三島市）　　伊藤直純　様（伊豆の国市）
鈴木　尚　様（磐田市）

応募総数５９通の内、正解者の中から抽選の結果、
上記の方々が当選されました。おめでとうございます。

＜前任者のご挨拶＞
２年半の短い間でしたがお世話になりました。
労福協で学んだ運動部分を、事業団体職員として
活動に活かせるよう頑張りたいと思います。
これからもよろしくお願いします。
白石尚人（ブログネーム：ＳＨ）

かとう　ただお

県労福協事務局員の交替について

労福協だよりは、バックナンバーを
含め“労福協ホームページ”でも
ご覧いただけます。

http://www.s-cnet.ne.jp/̃scn00855/

県労福協のブログもご覧ください。労福協を身近に
感じていただくためのブログも開設しています。
http://blog.goo.ne.jp/s-roufuku

こちら黒金町検索サイトからは

検索サイトからは

静岡ユニオントラベル　検索サイトからは


